
様式第６号の１１ 

その１ 

学番  ６  新潟東高等学校 
 
令和６年度          学校自己評価表（報告）  

学 校 運 営 実 施 報 告 

学 校 運 営 方 針 

１ 探究学習を中核として、自己肯定感を高め主体的に自己実現に向かうこ
とができる生徒を育成する。 
２ 基礎学力の向上と学習意欲の喚起を図るとともに、自分で自分の学びを
調整しながら進路希望の実現にむけ粘り強く取り組む生徒を育成する。 
３ 保護者や地域と連携した取り組みを積極的に推進し、地域貢献できる生
徒を育成する。 
４ 教員集団が互いの良さを認め合いながら組織的な学びの場を構築し、授
業改善研修や生徒指導研修、ＩＣＴ活用研修等を通じて生徒の成長を支援す
る。 
５ 「県立学校における教員の勤務時間の上限に関する方針」を遵守するこ
とによる、生徒と向き合う時間を確保する。 

三つの方針(スクール・ポリシー) 

育成を目指す資質・能力に
関する方針 
(グラデュエーション・ポリシー) 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 
①地域社会と積極的に交流することで、各自の興味・関心に基づく課題を見
出し、学習活動で得た知識・技能をもとに、論理的に思考し主体的に解決策
を見出す能力を育成する。 
②自分の主張を分かりやすく他者へ伝え、異なる主張に対しても、協調的に
意見交換しながら合意形成を図ることができる能力を育成する。 
③正解のない問いや、困難な状況に際しても、他者と協力して、粘り強く挑
戦し続ける態度を育成する。 
④自分のよさや強みを自覚し、うまくいかない状況に際しても、自己をうま
く管理する柔軟な態度を育成する。 

教育課程の編成及び実施に
関する方針 
(カリキュラム・ポリシー) 

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 
①情報端末や、教育サービスを積極的に活用し、すべての生徒が主体的かつ
意欲的に学ぶことができる教育活動を展開する。 
②個々の生徒の特性や理解の状況に応じた最適な学びを提供し、かつ生徒が
互いに交流しながら協調的に学びあえる授業を行う。 
③地域社会と連携することで、豊かな体験活動の場を設けながら、教科とも
連携した探究学習を行う。 
④生徒が自らの学びを振り返るとともに、教師が指導の改善を図ることがで
きる学習評価を行いながら、常に教育活動の質の向上を図っていく。 

入学者の受入れに関する方
針 
(アドミッション・ポリシー) 

～このような生徒を求めています～ 
①自己の可能性を肯定的にとらえ、意欲的に学ぶことが出来る生徒 
②地域に関心をもち、地域の自然や文化、産業に興味を持って自ら学ぶこと
ができる生徒 
③主体的に行動し、困難を乗り越え、仲間と協力しながら、粘り強く取り組
むことができる生徒 
④教室での学習活動だけでなく、課外活動にも熱心に取り組むことができる
生徒 

昨年度の成果と課題 年度の重点目標 具体的目標 

 総合的な探究の時間の内
容をリニューアルし、テー
マに沿った取組を推進する
ことができた。今後各学年
のテーマに沿った内容を計
画的に行い、課題を発見し

（１）観点別評価の着実な実施と指
導と評価の一体化に向けた授業改善
を図る。 
 
 

・観点別評価を確実に実施し定着を図
る。 
・授業改善を行い「主体的・対話的で
深い学び」 を深化させる。 
・ＩＣＴの活用による個別最適な学び
と協働的な学びの一体的充実を図る。 



解決していく資質・能力の
向上を図りたい。 
 Ｒ５年度の大学進学率は
、45.7％であり、国公立大
学の合格者も６人と前年度
を上回ることが出来、進路
希望実現に成果を上げた。
今後、地元の大学との高大
連携を強化し、早い段階か
ら進路実現に結びつける取
組を推進したい。 
 その一方で、遅刻や服装
の乱れなど、基本的な生活
習慣が身についていない生
徒が、一定数おり改善に向
けた取組が必要であ 

（２）進路希望実現に向けた計画的
な進路指導の取組 

・前年度同等の大学進学率、国公立合
格者を目指す。 

・公務員、就職者の内定100％を目指す
。 

・高大連携の推進による学びの深化と
職業意識の醸成。 

（３）生徒の自律的な発達を支援し
、基本的な生活習慣の確立と安全で
安心な学校とする。 
 

・遅刻防止指導を行い。遅刻者を減ら
す。 

・身だしなみ指導を行い、高校生とし
ての規律を守るよう指導する。 

・自転車乗車時の事故防止と交通安全
を図る。 

・いじめ見逃しゼロを一層推し進める
。 

・生徒指導研修の充実を図り、自殺予
防やいじめ防止、ＳＮＳの使い方等
に関して教員のスキルアップを図る
。 

・ハイリスク生徒の把握と職員間での
情報共有を図る。 

（４）業務の改善に着手し、教員の
勤務時間に対する意識を向上させ、
業務量の平準化を図る。 

・業務仕分けを行うことにより、教員
の働く意識の向上を図る。 

・特定の教員に業務が集中しないよう
、組織としての見直しを行う。 

（５）地域探究活動と地域貢献 ・地域探究活動を深化させ、郷土の資
源に目を向け、その活用を図ること
のできる人材を育成する。 

・諸活動を積極的に推進し種々の広報
媒体をとおして新潟東高校の魅力を
発信する。 

重点目標 具体的目標 具体的方策 評価 

（１）観
点別評価
の着実な
実施と指
導と評価
の一体化
に向けた
授業改善
を図る。 

・観点別評価を
確実に実施し定
着を図る。 
・授業改善を行
い「主体的・対
話的で深い学び
」を深化させる
。 
・ＩＣＴの活用
による個別最適
な学びと協働的
な学びの一体的
充実を図る。 

・他校や県外校を視察し観点別評価について研修を行い、観点別評
価を定着させる。 
 
 

 
Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 
 
 

・互見授業や研修会を行い、ＩＣＴを活用した授業改善に取り組
む。 
 
 

 
Ａ 

・ベル着を徹底させるとともに、週末課題や日常的な家庭学習課題
への取り組みをとおして、学習習慣を身につけさせる。 
 
 

 
Ｂ 

・週末課題などを利用して、基礎学力や受験に対応できる実践的な
学力の定着を図る。 
 
 

 
Ｂ 

（２）進
路希望実
現に向け
た計画的
な進路指
導の取組 

・前年度同等の

大学進学率、国

公立合格者を目

指す。 
・公務員、就職

者の内定 100％

・３年間を見通した進路学習をとおして、早い時期から自己理解に
努め、学習指導、生活指導と連携しながら職業観を養うことで進路
目標を明確にする。 

 
Ｂ 

 
 
 
 
 
Ｂ 

 
 
 
 
 
Ｂ 

・放課後講習や夏期講習などにより、進路希望を実現できる学力の
養成に努める。 
 
 

 
Ａ 



 
 

を目指す。 
・高大連携の推

進による学びの

深化と職業意識

の高揚 

・高大連携による活動、進路ガイダンス、進路だより、模擬授業体
験、職場見学を通して進路意識の向上を図る。また、社会状況の変
化に対応した進路情報を随時提供し、学習意欲を高めることで進路
実現を目指す。 
 

 
 
Ｂ 

（３）生
徒の自律
的な発達
を支援し 
、基本的
な生活習
慣の確立
と安全で
安心な学
校を作る 
 
 

・遅刻防止指導
を行い。遅刻者
を減らす。 
 
・身だしなみ指
導を行い、高校
生としての規律
を守るよう指導
する。 
 
・いじめ見逃し
ゼロを一層推し
進める。 
・生徒指導研修
の充実を図り、
自殺予防やいじ
め防止、ＳＮＳ
の使い方等に関
して教員のスキ
ルアップを図る
。 
・ハイリスク生
徒の把握と職員
間での情報共有
を図る。 

・遅刻を昨年度の半分に減らすために、欠席した生徒に対しては担
任を通じて保護者との連絡を密にし、情報の共有を図る。 
 
 

 
Ｂ 

 
 
 
Ａ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 

・挨拶及び遅刻指導、校外自転車指導を実施する。 
 
 

 
Ａ 

・学年毎の頭髪服装検査、及び服装チェック指導を実施する。 
 

 
Ａ 

 
 
Ａ ・街頭指導、講習会等をとおして自転車の運転マナーの徹底を図る

。 
 

 
Ｂ 

・個人面談やアンケート調査により、いじめについての情報を共有
し、早期発見、早期対応を図る。 
 
 

 
Ａ 

 
 
 
Ａ ・年３回の生徒指導に加え、ＳＣと情報共有を密に行い、多面的に

生徒の状況把握に努め組織的な教育相談を行う。 
 
 

 
Ａ 
 

・学校行事や部活動、生徒会活動をとおして、生徒が主体的に活動
する場面を増やし、生徒の発達を支援する。 
 

 
Ｂ 

 
 
Ｂ 

・教室等の校内美化を徹底するとともに、月１回保健だよりを発行
し、感染症や自己の健康管理など健康・安全についての情報を提供
する。 

 
Ｂ 

（４）業
務の改善
に着手し
、教員の
勤務時間
に対する
意識を向
上させ、
業務量の
平準化を
図る 

・業務仕分けを
行うことにより
、教員の働く意
識の向上を図る
。 
・特定の教員に
業務が集中しな
いよう、組織と
しての見直しを
行う。 
 

・学校閉庁日及び定時退庁日を設定し、教職員の勤務時間に対する
意識改革を進める。 
 
 

 
Ａ 

 
 
 
Ａ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

・掲示板や共有フォルダを効率的に活用するとともに、効率的に情
報共有を行い業務がスムーズに進むようにする。 
 

 
Ａ 

・部活動数の見直しや部活動指導の適正化を図る。 
 
 

 
Ｂ 

 
Ａ 
 
 

・ＩＣＴを活用し、業務の効率化を図る。 
 
 

 
Ａ 

・休暇を取得しやすい雰囲気を作り出し、早出遅出勤務がしやすい
体制にする。 

Ａ 

（５）地
域探究活
動と地域
貢献 
 
 

・「東(あゆ)の
風プラン」等を
活用して地域探
究活動を深化さ
せ、郷土の資源
に目を向け、そ
の活用を図るこ

・「東（あゆ）の風プラン」の実践を利用して、学びの過程を意識
づけさせ、仲間と協働して解決する力を身に付けさせる。 

Ａ  
Ａ 
 

 
 
 
 
 
Ａ 
 

・地域の方々に探究活動で学んだ成果を発表し助言をもらうこと
で、問いに対してより良い解決策を模索する。 

 
Ｂ 

・地域からのボランティア活動の要請に応え、地域と密着した活動
を行う。 
 
 

 
Ｂ 

Ａ 



とのできる人材
を育成する。 
・諸活動を積極
的に推進し種々
の広報媒体をと
おして新潟東高
校の魅力を発信
する。 

・ホームページや note を活用し、新潟東高校の魅力を発信する。 
 

 
 
 
 
Ａ 

 
 

 
成果 

 

 
 
 

・遅刻指導を継続的にすることで遅刻者が減少した。 
・大学と連携協定を結び探究活動等につなげ、学びが深まった。 
・生徒への個別支援をすることにより、中途退学者はゼロであった
、いじめの認知件数も減少した。 
・個別の進学指導をすることで、国公立大学への進学者数も倍増す
るなど、大きな成果はあった。 
・noteを活用して新潟東高校の魅力を発信することで選ばれる学校
づくりが進んだ。 

総合評価 

 
 
 Ａ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式第６号の１１ 

その２ 

学番  ６   新潟東高等学校 

令和６年度          学校関係者評価（報告） 

学校関係者からの評価・意見等※ 

 

・書道部や地域のイベント、じゅんさい池での学習等ありがたい。 

・大人がモデルを示すことが大切。教員が生き生きしていることが重要。 

・小学生との接点。クラブ活動へのボランティア（陸上部等）やふれあいスクールは可能か。 

・不登校への対応はどのようにしているのか。 

・スクールポリシーやグランドデザインは素晴らしい。 

・グランドデザインは絵に描いた餅にならないようにどのように周知しているのか。 

・これだけ多くのことをやっているが、生徒や教職員に精神的な病やひずみはないのか。教職員もメ 

ンタルを整えてほしい。 

・落ち着いて授業に取り組んでいた。指導のたまものである。 

・noteのアピールが足りないのでは。アンケートの誇りと関連しているのでは。生徒や保護者へもっ 

とアピールしてはどうか。 

・誰しも自分の頑張りを認めてもらいたいので、生徒にはnoteを見てほしい。みなに知ってほしい。 

生徒もnoteの作成にかかわったほうがいい。 

・東高校の生徒はバスでは落ち着いて乗っている。 

・ヘルメットやながら運転など、時代の流れに乗って指導をするチャンス。 

・明るい生徒が多い高校だと思っている。生徒の良さを引き出してほしい。 

・学校が時代に合ったものに対応していた。３年間安心して見届けることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第６号の１１ 

その３ 

学番  ６   新潟東高等学校 
 

令和６年度        学校自己評価表（報告）  

学校運営実施報告 

重点目標 学校関係者評価を踏まえた次年度の主な課題と改善策 

（１）観点別評価の着
実な実施と指導と評価
の一体化に向けた授業
改善を図る。 
 
 

・上越教育大学の准教諭を招いて研修会を実施し、互見授業を実施した。まだ

まだ指導と評価が一体化していない教員もおり、次年度も研修会等を実施して

学習指導要領の確実な実施を目指していく。 
・協働的な学びと個別最適な学びについても、学校でしかできないことと家庭

でもできることをしっかりと分けて指導していく。 
（２）進路希望実現に
向けた計画的な進路指
導の取組 

・今年度、生徒の個別指導が成果をあげた。次年度も引き続き生徒の進路希望

を達成できるようにしていく。また、今年度は、総合的な探究の時間に力を入

れ校外のコンテスト等にも参加する。 
（３）生徒の自律的な
発達を支援し、基本的
な生活習慣の確立と安
全で安心な学校とする
。 

・今年度は遅刻指導に力を入れ一定の効果があった。次年度も清掃、挨拶等高

校生として当たり前のことができるように指導していく。 
・退学者がゼロ、いじめ認知件数が減少した。引き続き生徒に寄り添い生徒が

安心して学習できる環境を整える。 
・自転車事故が多く発生した。次年度はヘルメット着用に力を入れ、スケアー

ドストレートを活用し交通安全、事故防止に力を入れていく。 
（４）業務の改善に着
手し、教員の勤務時間
に対する意識を向上さ
せ、業務量の平準化を
図る。 

・毎週定時退庁日を設定し、退庁しやすい職場環境を作った。 
・年度末に閉庁時間の見直しや 50分授業への変更を行った。放課後にゆとりを

生むことで職員が帰りやすいようにした。 
・特定の教員に業務が集中しないよう、年度末に分掌の在り方を見直した。 

（５）地域探究活動と
地域貢献 

・探究活動をより一層組織的に行うために、年度末に分掌化した。 
・地域や外部の財を利活用し生徒の学びにつなげていく。 
 
  

 


